





























1.調 査地 域 と対象
　 本研 究 のた め次 の調査 地域 と施設 を訪 問し、ヒ アリ ング調 査 と資料 収集 を実施 、また子 供た ち の
環境教 育 に参加 した 。訪 問対象 は、ス ウェ ーデン ・イ ェーテ ボ リ市 のボル ボ ・カ ーヌ(株)、イ ェ ー
テ ボ リ ・エネ ル ギ ー(株)、 ス トッ クホ ルム 県 ・ブ ッシ ュル カ 自治 体 、ブ ッシ ュル カ 自治 体の保 育
園 幼 稚 園)、小 学校 、高 校 、キー プ ・ス ウェ ーデ ン ・タイ ディ財 団 、プ ロテル マ社 、ナチ ュラ ル ・






自治体である。ス トックホルムから電車で約30分、人 口7万4000人の郊外 にある。 自治体の行政区




してワーキングプラン(行 動実施プラン)の3つ の分野である。これは国レベル、 自治体レベル、
学校レベルであり、国際的な協定はさらに上位 レベルとしてある。スウェーデンの国レベルのカリ
キュラムに、国際的なアジェンダ21が組み込まれている。
　学校教育には4つ の価値観が組み込まれていて(教 育方針)、その1つ が環境である。環境のほ
か、歴史、国際、民主主義である。スウェーデンのカリキュラム冊子でみれば大変薄いもので、 目
標 と努力 目標が書かれているが詳しくなく非常にあいまいなものである。
　 自治体のスクールプランは、政治家がそこの 自治体で特 に力を入れて学習して欲しいものを決
め、行政はそれをブレイクダウンして行政のプランを立てる。子どもと青少年の委員会に市会議員
も入っていて、 自治体の教育のガイドラインを決めている。つまりブッシュルカ 自治体は環境教育
に熱心なのである。ブッシュルカ 自治体では4つ の教育方針分野がありその一つが 「環境と健康」



































体には保育園(幼 稚園)45、小学校25校、高校が3校 ある。 自治体の保育園は全部コンポストがあ






































2.3.2キープ ・ス ウェ ーデ ン ・タイ ディ 財 団の グリ ーンフ ラッ グ制 度
　 キ ープ ・ス ウ ェ ーデ ン ・タイ ディ 財 団 は、環 境教 育 の教 材 の 開発 や 、 学校 のISO版 とも い える
「グ リー ンフ ラッ グ 制度 」を 運営 し てお り 、EUや ヨ ーロ ッパ の 国 々とも ネッ トワ ーク を 持っ てい
る。
●財 団の事 業 と組織 、財源
　 キ ープ ・ス ウェ ーデン ・タイ ディ 財 団は 、そ のロゴ マー クを 見た ら、ス ウェ ーデ ンの90%の人た
ちが 「ここ はき れい にし てお かな けれ ばい けない!」 と 思う ほど に有名 であ る。
　 1963年、アル ミ缶 が 出始 めたこ ろ設 立され た。 自然保 護省 は、アル ミ缶 を 回収 す る方 法を取 り 、
10　スウェーデンの環境教育に見る多様な主体と協働










　ゴミ1個 キャンペーンは、スウェーデン国王も参加して、1日 に1個 でもよいから拾いましょう






















して外部から確認 して証明書を発行する。それがこの財 団が証明す6グ リーンフラッグ」である。
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                         Tecknat  av  Jesper Parment, årskurs 5, Ystarskolan, Umeå. 








・4日 間のセミナーがあり、全国から200人の学生が参加する。グル ーフ゜に分け、それぞれが 自治
体に行き、環境の分析をする。このセミナーの 目的はできるだけ課題を深く掘り下げ、大きな環境
像を知ってもらうためである。また 自分たちの市町村に帰った時に、ツール として使える。






育園・幼稚園、小学校 、中学校、高校、大学の教育機 関、企業、財 団などのNGOな ど多様であ
る。その実際に活動している施設や機関が単体でなく、主体として他の主体と結びつき、協働して
いるところが特徴的である。
　 自治体の議会や行政方針 が実際の学校教育 に結びついていること、保育園・幼稚園や学校の活動
場所が校内だけでなく地域にあること、環境教育という特定の科 目ではなくどの教科にもテキスト
や情報が使えるという科 目との連携、大学と 自治体の教育委員会の連携、 自治体のデータベースの
学校での利用という情報の共有、企業と学校教育の連携、インターネットを利用した他の国との情





















治体、 自然保護団体などのグループで、"子どもの関心を引き出すしかけ"を 組 み込んだマップや
16　スウェーデンの環境教育に見る多様な主体と協働
ガイドブックを作成する。またインターネットなどで環境クイズを行い、学校単位で成績上位校や
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